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令和元年度全国獣医師会事務・事業推進会議の概要

会議報告

Ⅰ　日　時： 令和元年 7月 12 日（金）　14：00～17：00
Ⅱ　場　所： 明治記念館 1階「曙」
Ⅲ　出席者：
1　全国 54都道府県市獣医師会
担当役員・事務局職員

2　日本獣医師会
会　長：藏内勇夫
副会長・専務理事：境　政人
顧　問：酒井健夫
事務局職員等：18 名

Ⅳ　説明・報告事項：
1　日本獣医師会説明事項
（1）令和元年度事業計画
（2）獣医学術学会事業関係
ア　学会組織と事業運営の状況
イ　獣医学術学会年次大会・同地区学会の開催

（3）獣医学術講習会研修会事業
（4）獣医療提供体制整備推進総合対策事業

令和元年度女性獣医師活躍推進のための取組状況
の調査結果概要と日獣ロゴマークの使用について

（5）獣医師生涯研修事業
（6）獣医事対策等普及啓発事業
ア　2019 動物感謝デー in JAPAN“World Veteri-

nar y Day”の開催
イ　日本獣医師会動物愛護週間関連行事褒賞事業

（7）動物福祉適正管理施策支援事業
ア　動物愛護法改正によるマイクロチップ装着義務
化等への対応

イ　動物適正管理個体識別登録等普及推進事業
ウ　愛玩動物看護師法の成立と今後の対応
エ　がっこう動物新聞について

（8）小動物獣医療に関する AMRモニタリング等の調
査の実施について

（9）部会委員会等運営事業
（10）獣医療証明様式提供事業
（11）日本獣医師会獣医師福祉共済事業
ア　生命共済保険事業
イ　獣医師賠償共済事業

（12）その他
2　決議要望事項
（1）平成 30 年度地区大会決議・要望事項等に対する
対応

（2）地方獣医師会照会事項

3　日本獣医師連盟活動報告

Ⅴ　概　要：
【開　　会】
日本獣医師会事務局の司会で，次のとおり会議が進め
られた．

【開会の挨拶】
藏内会長から以下の挨拶が行われた．
皆様方には日本獣医師会の事業へのご理解とご支援を
いただき，厚く御礼を申し上げる．全国の地方獣医師会
における事業活動の要は事務局であり，本日ご参集の皆
様方の日頃のご尽力に対して重ねて御礼申し上げる．
このたび，6月 25 日に開催された第 76 回通常総会に
おいて私が会長に再任され，4期目の任期となった．こ
れまでにも申し上げてきたように，日本獣医師会と地方
獣医師会とは表裏一体であるので，今後もこの方針に
沿って進めていきたいと考えている．また，役員改選で
は酒井健夫前副会長が退任されて顧問に就任され，引き
続き学術や国際関係をご担当いただくこととなり，動物
看護師統一認定機構の機構長に就任されることとなっ
た．新たな体制の下で日本獣医師会の舵取りをしっかり
と行っていきたいと考えている．
また先日，動物愛護管理法の改正が行われ，犬・猫販
売時のマイクロチップの装着・登録が義務化されること
となった．本件についても，これまで日本獣医師会と地
方獣医師会が一体となって対応を進めてきた成果である
と思っている．さらに，愛玩動物看護師法が通常国会閉
会の直前に成立した．今後，チーム獣医療の整備充実が
行われ，新たな時代が到来することと期待している．こ
れらの課題解決は，日本獣医師連盟と日本獣医師会とが
車の両輪となって働きかけを行った成果である．本日の
会議には同連盟の北村委員長は体調を崩されていて残念
ながらご出席いただけないが，くれぐれもよろしくお伝
えいただきたいとのことであった．
いずれにしても，われわれ執行部がさまざまな事業を
推進するに当たっては，全国の地方獣医師会の事務局職
員の方々との連携が不可欠である．本日の会議は大変貴
重な会議であると考えているので，忌憚のないご意見を
お寄せいただきたい．
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動物新聞について
⑦小動物獣医療に関する AMRモニタリング等の調
査の実施について
⑧部会委員会等運営事業として，特別委員会と部会
委員会の開催について
⑨獣医療証明様式提供事業として，今後の変更点と
発送代行の対応について
⑩日本獣医師会獣医師福祉共済事業として，生命共
済保険事業，獣医師賠償共済事業の概要について

2　決議要望事項・照会事項
事務局から，平成 30 年度に実施された地区獣医師大
会における決議要望事項等の内容とその対応の説明が行
われるとともに，地方獣医師会照会事項について説明が
行われた．
すべての説明が行われた後，地区学会運営規程の廃止
に際しての対応や，マイクロチップを利用した愛玩動物
関連ビッグデータの作成と資金調達の方策等について質
疑応答が行われた．
3　日本獣医師連盟活動報告
境　政人日本獣医師連盟会計責任者から最近の活動に
ついて報告が行われた．

【議　　事】
1　日本獣医師会説明事項
（1）古賀局長から，令和元年度事業計画について説明
が行われた．

（2）事務局担当者から，順次，以下の説明が行われた．
①獣医学術学会事業関係として，おもに地区学会運
営規程の廃止について
②獣医学術講習会研修会事業として，産業動物臨
床・小動物臨床・獣医公衆衛生の講習会について
③獣医療提供体制整備推進総合対策事業として，各
種研修・講習会の開催と協力の依頼及び令和元年
度女性獣医師活躍推進のための取組状況の調査結
果概要と日獣ロゴマークの使用について
④獣医事対策等普及啓発事業として，2019 動物感
謝デー in JAPANの開催の概要，日本獣医師会動
物愛護週間関連行事褒賞事業について
⑤獣医師生涯研修事業について
⑥動物福祉適正管理施策支援事業として，動物愛護
法改正によるマイクロチップ装着義務化等への対
応，動物適正管理個体識別登録等普及推進事業，
愛玩動物看護師法の成立と今後の対応，がっこう


